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～
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4
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1
.
真
実
力
	
ど
う
か

2
	
み
ん
な
に
公
平
か

3
.
好
患
と
友
情
を
深
め
る
か

4
.
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
か

0
-
タ
リ
ー
と
は

・
□
―
夕

'
ソ
ー
は
.
事
業
お
よ
び
専
円
職
務

|
こ
構
わ
る
人
々
の
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。
□
―
タ
リ
ー
は
.
人
遺
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
聰
業
に
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守
る
こ
と
を
奨

励
し
.
世
界
理
解
と
平
和
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。

・
□
―
タ
リ
ー
は
.
世
界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の
□

―
タ
リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
.
1
嘔
●
2
●
2
3
日

|
こ
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
劇
立
さ
れ
ま
し
た
。

・
□
―
タ
リ
ア
ン
は
、
毎
週
.
例
会
を
開
ぃ
て
、
親
睦
を
深
め
.
地

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

会
員
は
、
推
薦
制
度
に
よ
っ
て
入
会
し
.
そ
の
会

員
組
織
は
地
域
社
会
の
横
断
面
と
な
つ
て
い
ま
す
。 メヽm
ダ

■
"
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□
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年
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0
-
タ
リ
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ク
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V
四
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の
テ
ス
ト

8
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
ガ
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ど
う
か

北
村
	
祐
治
会
長
テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
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D
o
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さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

1
	
-
検
会
計
の
健
全
化
―

創
ユ
∞
周
年
に
向

|
ブ
て

2
	
規
睦
「
こ
の
万
と
出
会
つ
て
よ
か
っ
た

|
」

-
2
0
0
3
年

9
月
2
1
日
創
立
記
念
式
興
・
想
親
会
が
最
大
の
「
親
睦
の
日
」

3
	
奉
仕
一

■
地
域
社
会
・
市
へ
交
通
安
全
車
〈 1
“
∝
c
)
の
寄
贈
〈認
念
事
業
)

0
-
タ
リ
ー

|
こ
よ
る
新
世
代
へ
の
教
育
開
射
意
欲
開
発
を
目
指
す
。

一
子
供
・
欧
庭
・
職
業
奉
仕
委
員
会
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
一

*
国
際
奉
仕
:
国
際
奉
仕
活
動
の

.
.
"
・
を
育
て
る

今
.
他
国
で
は
.
一
万
円
の
奉
仕
の
価
値
が
十
倍
・
二
十
も
に
た
か
め
ら
れ
ま
す
。

「
R
I
.
3
4
0
0
地

区
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ヨ
グ
ジ
ヤ
1
,
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
C
を

通
し
て
.
小
学
技

の
図
書
鯨
支
援
の
た
め
.
本
箱
・
机
・
本
1
5
0
0
冊
な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す
る
。」

4
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
設
置
し
.
当
ク
ラ
ブ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を
円
滑
に
し
.
合
わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換
に
貢
献
す
る
.

5
.
麦
人
の
言
動
に
好
意
を
示
し
、
友
人
の
成
長
を
願
つ
て
.
・
手 ・

を
費
し
ま
し
ょ
う
.
―

―
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翅
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第
1
9
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8
回
例
会
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号

7
月
2
3
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
北
村
	
祐
治
会
長
	
	
	
◎
斉
	
嘔
	
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
、
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
船
瀬
裕
敏
君

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館
の
会
長
か
ら
ご
挨
拶
状
が
来
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
回
覧
い
た
し
ま
す
。

O
ク
ラ
ブ
創
立
4
o
周
年
記
念
の
社
会
奉
仕
活
動
の
・
環
と
し
て
、
昨
日
函
館
市
に
交
通
安
全
活
動
車

を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
港
祭
り
の
先
導
に
使
わ
れ
ま
す
。

O
台
北
東
北
R
.
C
.
か
ら
4
0
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
の
概
要
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

◎
委
員
会
報
告

●
米
山
記
念
委
員
会
	
今
′F
	
定
・
委
員
長

過
去
に
北
ロ
ー
タ
リ
ー
が
社
会
奉
仕
活
動
を
し
た
こ
と
を
2
、
	
3
ご
紹
介
し
ま
す
。

S
5
7

S
5
7
.
	
3
.
	
6

S
5
7
.
	
9
.
	
2
4

朗
読
奉
仕
会
に
マ
イ
ク
1
0
本
寄
贈

函
老
ク
ラ
ブ
連
合
会
	
収
穫
祭
の
お
手
伝
い

5
7
年
か
ら
4
年
間
、
無
歯
科
医
村
に
無
料
診
療
	
市
川
会
員
・
北
条

会
員
・
西
巻
会
員

亀
田
八
幡
宮
に
移
動
例
会

境
内
に
屑
籠
	
大
5
ケ
寄
贈

洞
爺
丸
慰
霊
碑
の
公
園
に
松
の
木
の
た
め
の
支
柱
1
0
0
本
寄
贈

日
赤
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
寄
贈

日
赤
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
ハ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
~
2
基
寄
贈

小
形
飛
行
機
で
窄
か
ら
海
難
防

l
卜
、
水
難
防
止
を
呼
び
か
け

北
R
.
C
.
奨
学
会
制
度
発
足

▼

S
5
0
.
	
8

S
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1
.
	
2

2
74

1
4
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Ӭ
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2

S
5
4
.
	
8

S
5
6
.
	
4

等
々
で
す
が
、	
4
0
周
年
を
迎
え
る
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
社
会
奉
仕
に
力
を
入
れ
地
域
の
方
々
に

ご
理
解
頂
き
会
員
増
強
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

準
米
山
功
労
者
(
累
計
3
万
円
)
と
米
山
フ
ア
ン
ド
フ
ェ
ロ
ー
(
累
計
1
5
万
円
)
は
廃
止
と
な
り
.
米

山
功
労
者
の
表
彰
は
、
現
行
の
累
計
3
0
万
円
毎
か
ら
累
計
1
0
万
円
毎
に
変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
■
■

・閥
【一

0
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
	
晃
幹
事

O
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
事
務
所
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
英
語
版
発
行
の
ご
案
内
が
来
て
お
り
ま
す
。

2
冊
1
組
で
1
.
0
.
5
0
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
.
購
入
希
望
の
方
は
幹
事
迄
。

O
和
歌
山
城
南
R
.
C
.
か
ら
会
報
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

0
7
'
1
2
5
日
函
館
五
稜
郭
R
.
C
.
夜
間
例
会
.
	
3
1
日
函
館
R
.
C
.
自
主
休
会
に
変
更
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。

O
交
換
留
学
生
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

0
活
動
計
画
未
提
出
の
委
員
会
は
早
急
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
■
■
ロ

7
月
2
2
日
函
館
市
へ
1
0
同
年
記
念
事
業
と
し
て
交
通
安
全
活
動
車
を
寄
贈

(
会
報
担
当
者
:
茂
木
	
政
雄
委
員
)

(
2
9
)

‐

s
4
9
.
	
9
.
	
1
1

ヽヽ

ヽ
′

ヽ

・０ユ

●
●

`
	
	
	
	
	
	
	
,

田ヽ
.

・
(

覆
L
」



(
2
7
)

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
久
保
田
	
博
委
員
長

ニ
コ
ニ
ヨ
B
O
X
投
入
報
告

北
村
	
会
長
…
…
4
0
周
年
記
念
交
通
安
全
活
動
車
を
実
行
委
員
長
と
市
役
所
に
寄
贈
致
し
ま
し
た
。

中
野
	
会
員
―̈
一
昨

l
l
、 	
4
0
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
.
交
通
安
全
活
動
中
を
函
館
市
に
寄

(
2
8
)

れ
て
大
会
し
た
の
で
す
が
、
い
き
な
り
、
ひ
な
檀
に
座
ら
さ
れ
て
副
幹
事
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
幹
事
、
会
長
を
や
り
ま
し
た
が
.
何
も
知
ら
な
い
状
況
で
し
た
か
ら
随
分
勉
強
し
ま
し
た
。

東
R
.
C
.
が
ス
ポ
ー
ン
サ
ー
ク
ラ
プ
で
し
た
が
、
当
時
は
気
の
き
い
た
ホ
テ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
例
会
場
を
探
す
の
が
大
変
で
し
た
。
結
局
、
1
明
治
生
命
館
|
が
例
会
場
に
な
り
ま
し
た
が
、
食

堂
が
無
い
為
に
食
事
は
出
前
で
し
た
。
当
時
メ
ン
パ
ー
は
3
0
人
く
ら
い
で
し
た
が
.
何
人
出
席
す
る

か
判
ら
な
い
の
で
食
堂
の
方
は
随
分
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
食
事
が
足
り
な
く
な
る
と
急
い
で
作
っ
て
、

ひ
な
檀
の
人
は
別
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
5
・
6
年
や
っ
た
後
、
駅
前
に

「
五
島
軒
」
が
で
き
た
の
で
移
動
し
ま
し
た
。
以
来
.
早
い
も
の
で
今
年
は
創
立
4
0
周
年
で
す
。
大
変

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
森
	
	
秀
樹
会
員

戸
栗
会
員
は
私
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
尊
敬
す
る
お
一
人
で
す
。

I
.
C
.
F
.
今
の
I
.
M
で
す
が
.
お
手
伝
い
し
た
時
も
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て
よ
く
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
戸
栗
さ
ん
が
よ
く
共
愛
会
病
院
の
水
上
院
長
の
お
話
を
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
.
会
誌
を
作
る
の

に
昔
の
会
報
を
見
る
の
で
す
が
、
彼
の
子
が
け
た
会
報
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

又
.
も
う	
‐人
初
代
会
長
新
善
次
さ
ん
の
お
話
を
さ
れ
ま
す
が
、
新
善
次
さ
ん
は
、
キ
ー
メ
ン

で
し
た
。
そ
の
お
人
柄
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
茂
辺
地
に
山
を
買
わ
れ
、
そ
こ
に
ド
ン
栗
の
木
を
移
植

さ
れ
、	
ド
に
ハ
チ
を
飛
ば
し
、
蜜
を
採
り
、
木
の
根
本
に
み
つ
葉
を
植
え
ら
れ
、
三
階
建
方
式
だ
と
よ

く
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
す
ご
い
発
想
だ
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

私
の
商
売
上
に
こ
の
方
法
が
な
い
か
と
模
索
し
た
も
の
で
す
。

晩
年
の
新
さ
ん
は
杖
を
つ
き
、
奥
様
に
つ
き
そ
わ
れ
例
会
に
出
席
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
は
い
い
所
だ
な
あ
、
会
員
が
皆
親
切
に
新
さ
ん
に
話
し
か
け
て
い
る
、
美
し
い
な
あ
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
私
も
年
を
と
っ
て
も
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
世
話
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

昨
日
も
交
通
安
全
の
車
を
市
に
寄
贈
す
べ
き
そ
の
場
に
出
向
き
ま
し
た
が
、
北
ロ
ー
タ
リ
ー
も
社
会

奉
仕
事
業
に
積
極
的
に
な
っ
て
も
よ
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

贈
し
て
き
ま
し
た
。

B
O
X
に
協
力
。

、`
.
ン

田
畑
	
会
員

今
井
	
会
員

石
橋
	
会
員

南
木
	
会
員

紫
前
	
会
員

小
笠
原
会
員

千
葉
	
会
員

大
谷
	
会
員

・
誕
生
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
4
0
周
年
記
念
交
通
安
全
活
動
車
.
会
長
と
市
役
所
に
寄
贈
致
し
ま
し
た
。

・
4
0
周
年
記
念
交
通
安
全
活
動
車
.
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・B
O
X
に
協
力

.

・
皆
さ
ん
夏
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
に

1

0
会
員
卓
話

●
戸
栗
	
	
力
会
員

演
壇
に
立
つ
の
は
会
長
時
代
以
来
で
す
か
ら
本
当
に
久
し
ぶ
り
で
す
。

会
長
経
験
者
だ
と
い
う
こ
と
で
卓
話
を
と
い
う
こ
と
な
の
で
.
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
話
を
致
し

ま
す
。

ま
ず
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
た
感
想
は
と
い
う
こ
と
で
す
が
、	
6
0
歳
で
入
会
し
た
ら
1
0
年
、
6
5
歳

で
し
た
ら
5
年
で
、
つ
ま
り
7
0
歳
で
シ
ニ
ア
で
す
が
、
私
の
場
合
は
知
ら
な
い
間
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
思
い
て
し
た
。
名
簿
の
職
業
楠
に
カ
ッ
コ
が
つ
き
ま
し
た
が
、
同
じ
職
業
の
人
を
入
会
さ
せ
て
も

良
い
と
言
う
こ
と
な
の
で
、
会
員
を
増
や
す
た
め
の
手
段
で
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
つ
て
お

り
ま
す
。

私
が
R
.
C
.
に
入
つ
た
の
は
、
北
R
.
C
.
の
創
立
の
時
で
、	
1
期
だ
け
で
辞
め
て
も
良
い
か
ら
と
言
わ

ヽ
,
レ


